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L万分の白地質図書知来別制il-第 5 号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師小山内 照

ク嘱託三谷勝利

ク技師石山昭

はしがき

この凶幅は，北海道開発庁から依頼されて作成したもので，野外調査には，昭和 30 年に

延約 80 R をついやしたっ 調査は，主として小山内によって行われたが，三谷および石山

も，それぞれ地域を分担したの一三谷は，北部および南西部地域，石山は南東部地域である。
キ** 1)

なお知来別川上流地 j或の調査には，柴田松太郎・藤江ゴ J両氏の，知来，別炭坑調査資料を参

考にした。小岩井隆氏および北海道大学松井愈氏は，調査に当って協力された。また岩石

の顕微鏡観察は，北海道立地下資源調査所長谷川潔氏の労をわづらわした。さらに宗谷支

iT 産業課の各位および宗谷村・猿払村職員各位は，調査に当って，いろいろと便宜を与え

られた。

この地域は，いわゆる宗谷炭田の東北部にあたっているので，石炭を対象した調査報古

が 2， 3 みられる i むこ北部地域の石油を対象した調査報告〉も発表されている。しかし，石

炭や油徴のみられない地域については，地質的にはまったく未知の状態であった。

報告に入るに先だち，上にあげた各位に謝立を表する。

* 東京都・工業高校教員(元日本地下産業株式会社職員)

料 北海道大学理学部地質学鉱物学教室大学院

1) 柴田松太郎・藤江カ:如来別炭坑調査資料，未発表

2) 田上政敏:天北合炭層は新第紀層ならん。北海道石炭鉱業会々報，第 314 号， 1940 年

3) 佐々保雄:天北炭団地質概観，炭噴技術 3 巻 11 号， 1948 年

4) 北海道石炭協会編:北海道炭田誌「天北炭同」第 1 号， 1950 年

5) 衛藤俊治:北海道宗谷岬附近の地質，地学 4 サ， 1951 年
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I 位白台よび交通

行政上，北部は稚内市に，南部は宗谷支庁猿払村にふくめられる。

図幅地域の中心地は，東南海岸の知来別で，小漁港・木村の集積として知られている。

北見線児志別駅から矢jl来別までは約 6km あり，定期均にパス連絡がある。そのほか，海

岸治いに困道が，大l!Jrt1 ・宗谷をへて，稚内市まで連部し， 1 日 2 便ていどのパスが，鬼志

別と庶irtiの問を運行している。一方， 海岸線から，西方山地へは， 知来別川・下出太凶

川・上白太路川などの河川沿G}に，営林署経汗の道路があるだけで，交通はかなり不便で

ある。

II :ttl! Jf~

第 1 図版峰岡附近の 80m 段丘面

この附近では，標高 50m 前後である。る〔 この高校両は， 80III 面と呼

この同 l阻止域の地形は，次の 3 つの地形 i互に大別することができる。

(1) ほとんど閃幅の全域に発達する， 標高 150m 以下の，やや起伏にとんだ丘陵山山

地帯平

(2) 海岸線沿いに発達する段丘台止。

(3) 河川流域および海岸線に発達する J中出J: fuo

(1) は，標高 80m から 150m ていとの，ゆるい起伏にとんだ丘陵山の山 lt lI j~告である。

丙方ほと、高皮を j曽して，脊梁山脈につらなっているコこの山形区は，おもに白空:系および

新第三系の堆積岩類で構成されている。

(2) は，知来別東南の台地に，

模式ヲに発達していて，あきらか

に高低 2 段の，段丘而群に大別す

ることができる c

Ir~J イ立国は，おおよそ，標高 40m

から 80m にわたって，発達する

もので，なお 2 段ていどの小さな

段化がみとめられる。しかも，い

ずれの函にも砂操屈をのせてい

2



r,) 7)
び，稚内・宗谷地プ jで，かなり!玉川出|にわたって追跡できる面であるつ

低位 -l fIiは，標 i苛 40m 以下の而である。 i雨の保存は， ii当代田にくらべて，はるかに良好

であり，砂牒 lei をのせているっ知来別扇南地域の低位面は，南方ほど比高が少なくなり，

浜鬼志別 F付近では，沖積百との比高が， 3m から弓 m ていどになっているつしかも，粗し

ような砂で構成されていて，砂丘と似た外観をしめすようになる。 低位 I市は， 40m 段丘

面と呼び，高位面と同様に，稚内・宗谷地方にひろがる，もっとも低い面である c

上にのべた 80m 段丘 i町および 40m 段丘団は，稚内・宗谷地方でおこなった段正面群の
*町。〉

分類では，低位段丘昨にふくめられる。

(3) は，各河川の流域と海岸禄に沿って，せまく分布する沖積地である。

水系は，おおむね東に流れて，オホーツク海に注いでいる。しかし，時前川支流や知米

別川本流のぺ 'f['; および支流などのように，北流しているものもみられる。これらは，いず

れも地質構造仰と密接な関係をもっているものと弓えられる。すなわち， I時前川支流の流

路は，白呈系の走， Clj(こ沿ったものである。また知来別川本流の一部や支流の北 j主流山は，

いずれも断同構造線に沿ったものであるつ

海岸線は，一般にきわめて単調であるが，東浦から北町の海斥ねには，白'w.系の岩厄 jで

できた海浜岩山が完還しているつ浜九志別の北東1. 5 km の海面 j-.t こは，玄武岩の岩除、が

点在して，る

III 地質

m·l 地質概説

この池 1:0( を構成する系杭は，模ム 1J 柱状|泣に示した。

6) 小山内照 :5 万分の l 凶幅説明書「碓内 J，北海道地 F資源調査所， 1954 年

7) 小山内照・三谷勝利 :5 万分の1l叉 l幅説明書「宗谷 ill甲」・「宗谷 J，北海道立地 F資源調

査所 1958 年刊行予定

*面の保存状態および分布高度かち

1 240m~180m 面・…・・高位段丘群

2 150m~100m 面・・・・・・中位段丘群

3 80m~ 30m 面・…・・低位段丘群

の 3 つの段丘面群に分類されてν る。また，低位段丘群は，さらに 80m 附近の面と，

40m 以下の面とに別けられてV るつ

8) 小山内照:前出 6)

9) 小山内照・三谷勝手 iJ: 前出 7)

-3-
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大別すると，白主:系・新市三系および第四系で構成されている。

白系は，完相によって，さらに 7 つの地!日に区分することができる。全般的にみると，

上部の地層ほど， f日村:な堆積物が多い ο また凝氏ItT物を多くふくむ傾向がみられる η この

図柄内では，白主系からの化石の!宅出は，一般に多くない c しかし最下位の J·Ul)~初ミらは， f:

部ギリヤーク世から下部浦河世までの時代を示すアンモナイト類と，イノセラムス類・二枚

介類などを起して pるつまた上位の filiJW i/からも， hfj 河世の l時代を示すイノセラムス類を!主

出している。したがって，岩相および化石の上から，第 1 [':Z]のように下位制は中部蝦夷肘

*群， ， I:位屑は上部蝦克服群としてあつかった。

白正系を不整合におおって，新第三系のi"L!l府が，ほぼ全般己りに分布している J 新第三系

は，岩相によって，さらに 4 つの地層に区分することができる。最下部の海成山淵府は，

中新世中期の動物群化石を多くふくんでいる。この上位には，陸成の宗谷爽!え!晋が堆積し

ている。この岩相は，図幅の南山地域だけに分布し，北部地域では，宗谷爽氏周をかいて，

さらに上位の海成鬼志別府が，直接山iHMJffiの I二にのっている。鬼志別居の動物化石の内容

は， I出淵層のものと，ほとんど変化していない。鬼志別の上位には，二疋北地域の合油第三

系とされている，増I!完居が発達し，多数の有孔虫化石をふくんでいる。これらの新第三系

を貫いて，図|恒の東南部に，撒慣石玄武岩の岩脈がみとめられる。

白正系および新第三系の地屑は，新帯三紀後半になって，摺fiBおよび断屑j豆勤をこうむ

り，かなり大きく転移している。このような構造，運動ののち，第四系の，段正面群を構成

する地層が堆積している。これは， 2 つの段丘堆荷物に大別することができる。その後，

次第ーに陸イじして，現点のirp底面をつくる?中間)討がJff' f~l[ している。

1·2 地質各説

1.2·1 白墓系

前にのべたように，白星系の地尉は， 岩本日によって下位から， (1) チェナイボ屑， (2)

桃尻屑， (3) 時前屑， (4) 泊内尉， (5) , fif太時Wi， (6) 大III可lN"I' (7)尾蘭内屑の 7 つの地

層にわけられる。

Iｷ2ｷ1ｷ1 チエナイポ層 CCrd

1951 衛藤俊治:チヱナイボ累層

模式地: [宝 II隔の北東海岸チエナイポ附 j庄

*詳細は別に発表する予定

10) 荷藤俊治:前田 5)

-5-



分布:模式店および知米別川下流部

構造:棋式;却す;5:では， I\'S ・ 40:W の一般走河・傾斜を示している。知来別川下流地

域では， N20 二~300E ・ 20~~30~NW となっている c

関 係:下限は不明である。と位は桃尻凶と整合に接している。

模式地の北部では，後でのべる桃尻層と接してV るが，直接の関係はわからない。し

かしチエナイボ層と桃尻層との，走向・傾斜はまったく変屯していないので，いちお

う整合とみた。

女IIボ別}I I下流地域では，新二三系の山淵)とjで不整合におおわれている。

岩l'iおよび拝相:均廷のi山氏色記岩を主体とし，同色頁岩およびやや砂の泥J吉を，と

もなっているの一般に段片のある細片となりやすl)o したがって，風化して，;j(をふくん

だ場合には， iJ)jJ主流失が大き l)o

故下部は，泥岩を主体としているが，やや砂}qの部分をはさんでいるつ Il" 部は，ほとん

ど均の同岩で構成され，たIJ宝を示すことが少なしユ。直径 70em から 150em 大の泥!長官

fJ1J求をふくみ，その fiT に保存のあまりよくない化石が入っているつまた， I陥 15em から

20em ていと、の砂岩脈がみられる。 上部では，頁岩が多くなって，屑忠がやや発達してい

る。

*化 石:アンモナイト類・イノセラムス鋲・二位介類およびき貝類を直している υ ほと

んど凶球の III に入っているが，まれに況宕または頁岩の中に， “なま"のまま保存されて

いることもある。その場合には，一般に保存が不良である c しかも，イノセラムス類が多

く，アンモナイト類では大型の Puzosia のようなものにかぎられている。

チエナイボ j記から採草したノ白石は， {~)~のとおりであるつ

Alw，gaudりIceras く(r. sarya(FORBES)

ιaud りIccras tenuiliratumYABE

G.denseplicatum]IMBO

Kossma!iceYas (sl.) ゆ­

Acanthoceras(sl.)Sp.

Puzosi α sp.

Eρ igonic げas grabrum]IlV1BO

Damesitessemicostatus(YABE)

D.cfr.damesi]IMBO

*第 11 図版五開
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Desmoceras(Pseudouhligella)japonicaYABE

Polyptycocerass戸.

Inoceramussp.p.

Grammatodonsacha!inen εis (SCHMIDT)

Pro jJ Caiηesium COW) うen 羽TORING val'.yubariensisYABEetNAGAO
11)

なお，衛藤によって，次むイヒ石の産出が，報告されて ν る。

Kossnzaticel'askotoi(lIMBO)

Gaudl'ycerastenuilil'aturnYABE

Epi旨onicel'as glabl'um(lIMBO)

Anapachydiscussρ.

Inoceramusol'ientalisSOKOLOW

I.mihoensisMATUMOTOMS.

ιrammatodon sachalinensis(SCHMIDT)

国 j手: 150m以上。

第 2 図版桃尻層の露出(桃尻附近〉

板状砂岩と頁岩の互層，守口や頁岩が多 U 、 c

{為層が発達して ν る。

またう、日米別川下流山では， N50
c
E ・

20()NW を/J~ している。

モJ.. ~ワ

][.2ｷ1.2 桃尻層 CCr2]

衛藤は，桃尻附近に発達する岩相を，滝ノ j凡累層にふ、くめて，後でのべる時前!苦(衛

藤の時前累層)の上位層として ν るのしかし，前にのべたように，チエナイボ層の上に

整合的にのヲて ν るつしたがワて新しく桃尻層とした。

1要式法:チエナイポ北方の桃尻

分 イ戸:峰同と東浦の問の丘陵

山地，および知米別川下流市

構造:模式では， N50 コ~

70
0
E ・ 30:N\V のー快走;何・傾斜

を示している。峰岡と東浦の向の

国道沿仰の，北部で、は N10 コ~20 コ

W.20"SW ，南部では N50()~70°

W ·10 ご~20:SW となっているつ

11) 衛藤俊治:前出 5)

12) 衛藤俊治:前出 5)
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関係:上位の I:討川西とは， i軒移しているつ

岩買および岩相:砂岩・頁岩および棟宕などで構成されているつ

砂jyfは，粗粒から細粒までの， ν ろいろな粒度のものがみられるっそして，それが，

互層状態を示すことが多νc まれに，角板状の頁岩片をふくんで，礁質となった砂岩も

みられるつ一般に灰色を示しているが，民 fじすると決褐色あるいは黄褐色を呈するよう

になるうまた，板状に剥理する性質にとんでいる、 50cm から 60cm て ν どの厚きで，

頁岩と互層していることが多いコ

頁岩は，暗灰色を呈しているう一般に， 10cm から 3cm ていどの薄層で，砂岩中に

はさ主ワている c

磯岩には，基質が泥岩で構成されてし、るものと，砂岩からなるものがある 3 前者は，

基底部に 10m から 5m ほどの厚さで発達している。また後者は，中部にみられる。と

もに指頭大から拳大の，角礎状の頁岩号D砂岩をふくみ，同時傑岩の岩相を示している。

最下部は，操岩出で構成されているつそのと部は，互日が主体となっているが，頁岩に

とんだ部分や砂右を多くはさむおすなどで，構成されている。このような互肘の中部には，

厚さ 2m ないし 3m ていどの操岩田を， 2 牧ないし 3 枚ていどはさんでいるつ互Hg部の上

部の砂岩は，限状を示していることが多い。

化石:模式地附近から， Iえのようなアンモナイトおよびイノセラムス破片を採集した。

また，この地屑の砂岩中には，炭化組物破片やイノセラムスの繊維片を，多量にふくんで

いる。

Gaudり'('eras tenuiliratumYABE

G.slJ.

Poly ρfycoceras s,b.

Inoceramussp.

j西厚: 100m ないし 150m

ヤキ -;r.

亜 .2·1· 3 時前層 (Cr3)

1951 衛藤俊治:時前累層

衛藤の時前累層と，模式地および岩質などは!司ーである。ただし衛藤は，この地層を

チヱナイボ層のすくや上の地層として， とりあつかっているのに対し，筆者ちは，桃尻層

の上位層としてあっかった。

模式地:峰岡(時前〉附近の海岸

分布:峰岡と東浦の間の時珂川支流沿い，および知求別川下流部

13) 衛藤俊治:前出 5)
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第 3 図版時前層の露出 I (I峰同北方海岸)

時前層の下部層が模式的に発達している

砂岩と頁岩の互層でやそD頁岩が多い。

る。

関係:桃尻屈とは漸移してい

るが，頁岩にとんだ薄互府部から

Ht= :jH屑にいれたの上位の泊内円と

は，断で接しているので， [在接

構 jヰ立;与1. : 全般舵》

j走1': i臼f司司と{傾頃主P引'fがややみだれてし)る。

また，チエナイボ市万から東7Fi~に

かけての辺序では，断!日でかなり

転移している c そこでは， I尽に 80~

;iJ: P急傾斜を示したり，逆転構造

を示したりしているのがみられ

の関係は，あきらかでない「しかし宗谷間幅では整合であることが，知られている。した

がって，この I~%\I隔でも，いちおう，整合としてあつかった。北部では，全般的に曲淵屑で，

不整合におおわれている。

君民および岩相:齢、JEと頁岩の互凶を主体としている。このほか，牒岩や凝り〈胃をとも

なっている。一般に)吾理が明暗であることと，頁岩を多くはさんでいることが特徴である。

砂岩は，一般に暗灰色または暗灰褐色を呈していて，細粒から粗粒までのものがみら

れる。角板状の産状をしめすこと

が多u、。時は暗緑色をしめし，海

緑石砂岩のような外観を呈してい

るものや，雲母片を多量にふくむ

粗粒砂岩，および頁岩の角喋をふ

くむ若葉質砂岩などが， 30cm から

50cm ていどの厚さで，互層中に

はいってし、る。

探岩は，粘板岩・チャート・砂

岩・頁岩などの，指頭大の円礎和

第 4 図版時前!曹の露出 II (峰同北方海岸) よび亜円操の問を，粗粒砂岩でう

中部層。砂岩の多い互層。 づめたものである。ほとんど，砂

岩の中にレンズ状にはνってν ることが多い。このほか，まれに，頁岩片を層理面と平

14) 小山内照・三谷勝利:前出 7)
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第 5 図版時前層の露出 III (峰悶北方海岸)

中上部層， しだνに頁岩の多ャ互層となっ

ているの昆の合側附近では礎岩のレンズ状

薄層をはさみ，偽層がみとめられる J 右端

は頁岩にとんだ上部屑となっている

行に多量にふくんで，同時礎岩のような外観を示してV るものもある。

下位の桃尻屑と接する部分は， 10cm ないし 15cm ていどの薄互層で構成されている。

桃尻日の互冒とくらべると，はるかに頁岩にとんでいる c このと部は，砂岩が多くなった

り，頁岩が多くなったりする，かなり，リズミカノレな互屑となっている。しかし局部町l乙

大きな偽肘の発達している部分もみられる。この互層部の中却には，海結石砂汗に似た来日

粒砂岩層や， レンズ状疎岩屑をはさんでいる。また上部には，雲母片をふくむ粗末砂岩，

および同時疎岩などの簿屑を，はさんでいる。このような互屑部の上位は，ほとんど頁拝

だけで，構成されている。

この地屑は，垂直方向へは，上

lこのべたように， リズミカノレな岩

相変イじがみとめられるが，水平方

向へは，あまり明陀な岩相変化は

みられないのただ峰l司と京?~lJの国

道沿いや，東;市北方の海岸では，

1m ほどの厚さの，白色細粒の凝

灰岩を，互開中にはさんでいる。

化石:上自の頁岩の中から，

次のようなイじ石を採集ーしたりこれ

らの大半は， “なま"のままよ吉田

中にはいっているので，保ノ仔はあまりよくな l)o

GaudりIceras tenuiliratlunYABE

G.striatnrnlIMBO

Puzosiasp.

Handtessp.

lno( 目eramus naumanniYOKOYAMA

I.sp.

府厚: 300m 十

1・ 7 リ チイ

置 ·2· 1ｷ4 泊内層 CCr4J

1951 衛藤俊治:滝ノ沢累層

15) 衛藤俊治:前出 5)
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*模式地:峰岡の北西海岸

分布:慎式地から時前川下流部までの間

構造:上聞との関係は，この区i幅内では不明である。しかし宗谷図幅地域、は，漸

移的にかわることが，知られている。峰岡西方では，曲淵!函に不整合におおわれている。

岩質および岩相:砂岩の厚屑で構成されている。一般に塊状の産状を示し，屑照明は明瞭

でないc しかし，板状の産状を示す部分もあって，やや回理のみとめられることもある。

上部に頁岩の薄屑をはさんでいるだけで，岩;I;日の変イじは，垂直方向にも水平方‘|向にも，

みられな~)っほとんど準ーの岩相を示している。

化石: イノセラムスの破片および植物破片をふくんでいるほかには，化石はみとめ

られない。

屑厚: 100m 以下

置 ·2·1· 5 苗太路層 (Crs]

衛藤が，瑚内累層とした地層の一部に，相当してν る。

模式地:下苗太路川下流出(宗谷断屑の丙側の地域)

分布: J:苗太昨川中流附近から下回太路川のx・-流 *7荒までの地域，および知米別川中

流部。

構造:上田太路川およびド苗太路川の本流では， N200~500W. 100~35°SW の一般

志向・傾斜を示している c 下南太山川支流では，断層で N100~300E ・ 100~35°SW に転

移している 3 知米別川地域では，南北性の断層で転移して， 3 回くりかえして露出してい

るが，いずれも，ほぼ南北性の走向と， 200~300NW の傾斜を示している。

関 係:上位の大Iii甲屈には，まったく漸停泊にかわっている。知来別川地域では，曲淵

Jaで，傾斜不整合におおわれている。

G~f~q-および岩相:ほとんど暗灰色の頁岩と，決褐灰色のキ/ノレト岩で構成されている。ま

れに灰白色のベシトニザクな凝灰岩および哨灰色の細粒砂岩の薄屈をはさんでいるつこの

地屑は，一般に)百理を示すことが少ない。また，玉ねぎ状に全IJ離する性質をもった部分が

多い。

下部は，頁岩にとんでいて，やや層j望を示している。上自は，ほとんど，塊伐の産状を

ネ宗谷図 i屈の泣ノ;尺から泊内附近にもっとも模式的に発達してし、る。ここにあげたのは知

東別図幅での模式的な露出地である。

16) 小山内照・三谷勝利:前出 7)

17) 衛藤俊治:前出 5)

-11-



示すキ/ノレト岩からなっている。凝灰岩は，全般的にみると，下部より上部に多い。また，

泥民質団球は，下部に散点的にふくまれているが，上部にはみとめられない。

模式地では，砂岩および凝灰岩は，ほとんどみとめられない。しかし下苗太路川支流で

は，ややひんぱんにはさまれている。さらに知来別川では，頁岩が主体となって，砂J召・

凝灰岩を，ーそう多くはさんでいる。

化石:模式地の下部頁岩の中から， {欠の化石を採集した c

ιαudJツceras tenuiliralumYABE

Puzosiαφ.

InoceramusnaumanniYOKOYAMA

よ japonicus NAGAO &.孔'IATSUMOTO

Portlandiasp.

J百 厚:下限は断層で切られているので，わからないが，おおよそ 450m である。

オ才 ミザキ

(·2·1.6 大岬層 (er6J

衛藤の瑚内累層に相当している。

*模式地:上白太路川の中流地域(宗谷断層の両側の地域)

分 布:模式地から下南太路川支流までの地域および知米別川中流;古城。

構造:北部では， NI00~300W. 15°~400SW の一般走向・傾斜を示している。南部

の知米別川では，断脳で，くりかえして分布しているが，ともに NS ・ 20C~300W の走向・

傾斜を示している。

関係:下位の苗太陥層とは， i斬移しているので，頁岩と砂岩の互回目から，大岬層に

ふくめた。上位層とも漸移関係を示している。知末別川流域では，曲1fii1 1函で不整合におお

われている。

岩買および宕相:砂岩・頁岩およびシjレト岩などの互層を主体とし，まれに凝り~~をは

さんでいる。

砂告は，一般に，灰青色・緑青色または淡禍色などを示し，粗粒のものから細粒のも

**cつまでみられる c これらはともに凝灰質であるが，指頭大からアヅキ大の円傑.£IEド J傑

18) 衛藤俊治:前出 5)

ネ 宗谷凶幅〔小山内・三特，前出 7)J の宗谷岬附近にもっとも模式的に発達しているが

知ぅ t~ 別図幅とは，ヤや岩相がことなヲて ν る。ここにあげたのは，知来別函幅内の模

式地である。

料 礁の種類は，粘板岩・チャート・砂岩・頁岩などである。

- 12-



をふくんだ諜質のもの~，浮石片をふくんだ浮石質のもの，および海緑石と思われる緑
持

色斑点をもったものなどもみられる。

頁岩は，一般に暗灰色を示している c や苧砂質のものもみられる。

シルト岩は，一般に暗灰色を呈するが風化すると決補色にかわることが多い。玉ねぎ

状に，剥離する性質がある。

凝灰岩は，灰青色や灰白色を示し，一般に粗粒のものが多い。

全般的にみると，この地層の，垂直方向への岩相変化は，あまりいちじるしくない。し

*キ

かし，水平的な岩相変化は，かなりはげしいようである。すなわち，大岬附近では，かな

り顕著な，互層状態を示しているが，上田太路川では，頁岩やVノレト岩の多い，互層とな

っている。また，凝灰岩をひんぱんにはさんでいる。さらに，疎質の堆積物や炭質物など

も，みとめられるようになる。下苗太路川では，砂岩や凝灰岩をわずかにはさんでいるだ

けで，ほとんどνノレト岩または泥岩で構成され，かなり，単調となっている。知来別川で

は，もっと単調な， νノレト岩だけになっている。このように，水平的な岩相変化は， この

地域の白望系の円 Iで，もっともいちじるしい。この地屈の層厚が，南部ほど薄くなってい

ることとともに，興味のある問題である。

化石:模式地で， {欠のような化石が採集されている。これらは，ほとんど，地層中に

“なま"のまま保存されている。

Inoceramusnaumam:iYOKOYA1¥1A

よ japonicus NAGAO&.恥lATSUMOTO

efr.Luci 印 sp ・

屑 j字: 地域によって f かなりことなっている c 一般に，南部ほど薄くなっている c

模式地では， 350m ，下両太凶川本流では， 300m であるが，知来別川では，わずか 150m

となっている c

オヲンナイ ***
Illｷ2.1.7 尾蘭内層 [Cr7J

1951 衛藤俊治:尾蘭内累層〉
****模式地:下白太陥川本流の中 j京地域

ネ

**ネ

**

***ホ

火山岩片苧鉱物片などが，緑泥石化しては νヮて旬、るほか，海緑石粒と思われるも

のもみられる c

宗谷凶幅地域，小山内照・三谷勝利:前出 7) 参照。

宗谷図幅〔小山内・三谷，前出 7)J の尾蘭内にもてっともよく発達して ν るので，尾

蘭内層とした。

19) 衛藤俊治:前出 5)

ここにあげたのは知来別凶幅地域での模式的な露出地である。
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分布:下苗太路川から知来別川までの，宗谷断層の商側の地域

構造:模式地附近では， NlOo~30oW ・ 200~35°SW の一般走向・傾斜を示している

が，知来別川では，一般に NS ・ 20
0

........30
0

W となっている。なお知末別川では，南北性の

断屑で転移して， 2 回くりかえして露出している。

関 係:下位層とは漸移しているのしたがって，凝呪賀砂岩のはじまり，または市灰色

の細粒砂岩からと部を，尾蘭門屑にふくめた乃分布地域の全般にわたって， IJlri~~W1で不整

合におおわれている。

岩質および岩相:砂岩を主体として， iJE岩をはさんでいる，ほぼ均質な厚層である。一

般に塊状の産状を示し，層理の発達がわるいコ

砂岩は，一般に，黄褐色を示す，軟質細粒のi疑灰質のものであるが，細粒で灰緑色ま

たは青灰色を示すものもあるの前者は，この地層の主体となっているもので，泥質の岩

*片を斑紋状またはパザチ状に，多量にふくんでu、るコときどき浮石片をふくんでいる。

また後者は，局部的に，基応部に発達しているつかなり歪硬である。この砂岩中には，

ときどき海緑石粒がはいっている。

最下部には，局部均に，硬質砂界の薄!iiが発達していることがある c 一般に，下部から

ほとんどが，均質塊状の，いわゆる“氾くい砂岩"を主体としているコしかし，中部附;5:

には ， i引']片を多くふくむ部分がみられるつまた泥民日団球を，まれにふくんでいる}最

上部になると，泥岩や頁岩をはさんで，層f呈がみとめられるようになるコ

上にあげたように，垂直方珂の岩相変化は，ややみとめられるが，水平方!苛の岩相変化

は，ほとんどみられない。

化石:化石の産出は，この図幅広域では，一般に，きわ活てまれであるつ Inocerarnus

naumanniYOKOYAMA 1 個体と， イノセラムス破片および二枚介化石破片をみとめただ

けであるコ

f邑! 厚: 350m 以上

][ｷ2ｷ2 新第三系

この凶 i隔地 j或に分布してし~る新市三系は，下位から， IJlri);~ 層・宗谷爽氏周・鬼志別)ぽお

よび増 l同層にわけられる。これらの中で，宗谷央炭層のほかは，すべて海成の堆積凶で，
20)

多くの海棲動物化石をふくんでいるコ各池田名は，佐々保堆の命名にもとづいているが，

上下限は，かならずしも，佐々の定義と一致していない。

*通科:“泥くし、砂岩"と呼んだ

20) 段々保堆:天北炭用地質概観，炭噴技術，第 3 巻第 11 号， 1948 年
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][.2ｷ2ｷ1 曲淵層 CMgJ

模式 j也:丸 1来別南方海岸・東浦附;F['および峰同北同方の海岸

分 布:模式 H1:附近および珂!来別川 i五時・下出太路川ヰ rltrE ・上問太路川 Ii 1ilrE ・時前川支

出tなどの地域

構造:宗谷断層の西側，および北市地域では，一般に NS ないし NlOコW の走[I'll と，

100~200SW の傾斜を示している。宗谷断層の東側では，背・向斜および断層が発達して

いるが，一般に NS ないし N100W の走河と，ひじようにゆるい傾斜を示している。

関係:下位の白空系の各地!バを，傾斜不整合におおっている c

陥 vm層の最下部には，基!反探岩層が発達している。これは，東浦北西の崖・知束別川

円高，および知*別川二の沢沢口附近などで観察される。

岩日および岩J廿:砂岩. )'尼宕・棟岩および凝!必岩などで構成されているコ全般的に，各

岩石とも凝り〈質である。

探岩は，基底部を構成しているものと，中. -F部で，局部的に発達しているものとがあ

る c 前者は，直角形ないし角取で，挙大以下の，砂岩・頁岩・粘板岩噌・チャートなどの

構成擦をもっている。基質は，凝灰質粗粒砂および浮石質火山砕屑物である。:rを者は，

E円形ないし円形で，キンカン大以下の，堅硬砂岩と頁岩の礁で構成されているつ基質

は，一般に脆弱な粗粒砂であるの後者の操守中には，まれに吉宗物化石片・植物化石片な

どを，多数ふくんでいることがある。

妙、岩は，晴緑色を示し，粗粒ないし中粒のものと市青灰色で細粒ないし中粒のもの

とがあるつともに，凝灰質であるが，百j者は，曲淵層の F部を構成しているつ層理を示

してν ることが少な u 、 O 顕微鏡 Fでは，安山岩質岩片が，多数みとめられるの後者は，

主として上部を構成しているもので，一般に強弱である。木片・炭化木および細擦など

をふくみ，海棒 1t石が多数みとめられる。

f尼岩は，暗灰色を示し守口や盗品更である(木片島・炭片や/J、団球をふくみ，介化石がみ

とめられるコ風化すると，赤褐色の小角状片に破砕きれやす u、。

凝灰岩は，顕微鏡でみると，長石・角閃石・輝石および石英などがみとめられる 3 安

山岩質のものであるご下部および上部に，薄いレンズ状部層で，はさまっている

山淵屑は， ，ぷ王子山に，ややはげしい岩相変化がみとめられるのしたがって，次の 3 つの

地[まに大別して説明する

(1) 南西沼地区(宗谷断層の西側の止域〕

最下却には， 1年棲化石をふくんだ， r日緑色凝のく百砂岩と， II自民色泥宕の互屑が発達して

いる。中部は， n古緑色凝灰買砂岩， L: 部は， 1官古色砂岩で構成されているコ全般はに，砂

TP 町長相を示しているつ

(2) 南南部地 i天(宗谷断層の東側の地域)
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主体は，凝灰質の，細粒砂岩と中粒砂岩で，これらが厚い互層を示している。東浦附近

の崖では，中部に，動物化石とともに植物化石片をふくんだ，疎岩層がみとめられる。凝

灰岩は下部と上部に，はさまっている。一般に，この地区の岩相は，凝ば岩および凝灰質

岩にとんでいる。また偽層の発達がいちじるしく，分級が不完全なことが特徴である。

(3) 北部地区(東浦から峰岡北方までの地域)

一般に，暗ば色の，やや凝灰質な泥岩および泥質砂宥で構成されている。 峰岡北方の海

岸では，上部 lこ，泥岩と互)出した瞭岩層が，発達している。全般的にみると，この地 i天で

は，上下をつうじて，均質な岩本日を示している。

化石:北部地区の氾岩，および東浦附近の砂岩から，保存の不良な，二枚介化石を崖

出している。

Acila(Truncacila)gottschei(BOHM)

Nuculanasρ.

Yoldia(Y.)sp.

Venericardiasρ. (く fro abeshinaiensisOTUKA)

Clinoc αrdium cαliforniense (DESHAYES)

Macoma(M.)optiva(YOK.)

Macoma(M.)tokyoensisMAKIYAMA

MactrahaboroensisYアOK.

Spisulasp.

Myacunaeformis(BOHM)

]14yasp. (ι fro ja ρonica JAy.)

Naticasρ.

cfr.Trochocerithiumsp.

Dentaliumsp.

Balanussp.

Singlecoral

Plantfossilfragments.

層厚:南部地区で 50m ないし 60m ，北部地区では 40m ないし 50m

]1[ｷ2ｷ2ｷ2 宗谷央炭層 eSc]

この地層は，天北炭田地域の，唯一のき炭層である。もっとも良く発達している地域で

は， 8 属ないし 9 層の石炭層をはさんでいる。しかし，天北民国の北部地域では，厚さが，
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いちじるしく減じ，この凶幅の北部地域では，まったく尖滅している。

模式地矢口来別川本流の，四の沢・三の沢附近および石炭沢支流

分 布矢日米別川流域・下白太路川中流などの，図I幅南半部の地域

構造:曲淵層と同じような構造を示している。

関 係:曲淵層とは，細粒礁岩で，さかいしている場合が多い。しかし岩質は，曲淵層

と，たいしてかわっていない。また，隣接地域の調査結果からみても， I也淵層とは，整合

で漸移していると，みることができる。

岩質および岩相:泥岩および砂岩を，主要構成員としている。その聞に，牒岩・凝灰岩

およひ、石炭をはさんでいる。

i尼岩は，帯青灰色ないし暗灰色を示し，鍛密でやや堅硬である。層理は，一般にあき

らかである。風化すると，赤楕色の角板状細片に破砕しそDす ν・。植物葉イヒ石や木片など

のほか，小田球をふくんでいる。しばしば，砂質泥岩と薄〈互層し，縞目状を示してい

る。

砂岩には，暗緑色を呈する，中粒ないし細粒の砂岩と，帯青灰色の細粒砂岩とが，み

とめられる。 いず、れも欝灰質で，層理は，あまり発達してνない。また脆弱である。し

ばしば偽層が発達している。

離岩は，頁岩および砂岩の亜円礁を，主要構成礁としている。大きさは，キンカン大

以下である。一般に脆弱である。

石炭は，稼行白対象となヲているものは 1~2 層だけである。 νずれも，膨縮がはげ

しく，炭質は，かなり粗悪である。

宗谷爽炭層の全層が，尖減してゆく様子のみられる露出はなかった。しかし，石炭層を

南から北に追跡すると，知来別川地域では， 3~4 屈みとめられるが，下首太路川地域では，

1--2 層 lこ減じている。知来別北部海岸では，ほとんどみとめることができない。地層の厚

さも，北部にむかつて， しだいに減少している。

宗谷爽炭層を欠いている北部地域では，曲淵屈の中部および上部に，植物化石を多数ふ

くんだ牒岩屈がみとめられる。しかも，南部地域の宗谷爽I;};之居中の疎岩と，構成要素がひ

じように，にている。この岩相は，浅i毎成の曲淵)函が堆積する時期に，一時的に堆積環境

が変比して，宗谷爽炭層を堆積するような，沿海性の環境になったことを，示している。

上にのべたことから，この凶幅地域では，北部地域の曲淵屑の上部と，南部地域の宗谷

*爽炭層の下部;とは，同時堆誌の異相として，発達したものと考えられる。

*詳細は，別に発表する予定c
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化石:宗谷爽炭層には，全層をつうじて，植物化石を，多数ふくんでいる。佐々によ

れば，けこのような化石が報告されている。

Equisetumsρ.

Castaneaso.

Quercuss・'po

Sequoiasρ.

Phyllitessρ.

TaxodiumdistinchumHEER

Salviniαρseud%rmosa OISHI& HUZIOKA

Dη opteris (Lastraea)sp.

Glyptostrobuseuropaeus(BRONGN.) UNGER

Metasequoiajaponica(ENDO)

PopulusbalsamoidesGOEPPERT

P.sach αlinensi.' 守 HUZIOKA

Salix ι!arians GOEPPERT

AlnusezoensisHUZIOKA

Ulmusap ρendiculata HEER

ZinghiberitesborealisHEER

j苦 !手:矢II米別川本流で100m IJij'後，下出太陥川支流では50m ないし 60m

(ｷ2ｷ2ｷ3 鬼志別層 [On]

模式 H!l :矢 II 米別川内の沢別、 J;fi .ド南太時川川口・峰[剖北方海岸・東浦附 ;Ji の国道ぞいの

[f ミ。

分 布:知米別 III 日1流・下由太路川の Iぷ・下流地域および東浦海岸・ n~} [iij)(IrIi U!'~ ・峰岡

Jth ‘海岸地域など。

構造:宗谷断!凶の凶側の iii 域では， NlO ο~15°W ・ 20")~30 七 SW の一般走向・傾斜を

示しているの ド rB 太路川川口附近では，いくつかの断 lEi と摺曲で，やや転移しているが，

NS または N20C~30E の一般走向と ， 10
0
以下の綬傾斜を示しているづ北部地域では，

N10C~200W • 20 つ~300SW の走II'可・傾斜で， Illl淵屈をおおっている。

関 係:鬼志別出と宗谷央炭屑との関係については，従来から整合，不整合，あるいは

21) 佐々保堆:前出 20)
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2:2):2;]):24)

同時異相などと，論議されているのしかし少なくとも，この閃幅地域では，鬼志別屑の下

*i'f~岩相と，宗谷爽炭)出のヒ吉[5岩相とは，同Ii与堆桔の異相と考えられる。また凶!隔の北部地

域では，克志別刷が，出I)間層の上に直J支のっているが，両)起の聞には，わずかな時間間隙

が，みとめられるのしかし，その間隙は，南部地域で宗谷爽炭屑が堆積している時期の，

*一時期lこ相当するものと考えられる。

上にのべたことは次に列記することからほぼ、具体的に説明できる。

(1) 南部地域では，宗谷爽炭層の上に，鬼志別層の細粒砂岩層がのワている。

(2) 一般に， この砂守層の基底部には，宗谷爽炭層の中長う泥岩と， ょくにた泥岩を

レンズ状に，層面にそってはさんで ν る c

(3) また，鬼志別層の砂岩とよくにた岩相が，宗谷爽炭層の泥炭中にも， レンズ、状

にはさまワて V る。

(4) 知者別炭坑附近では，厚さ 2cm ていどの粘土質務灰岩が，宗谷央炭層と鬼志、
キ*

別層との中に，連続してはさまっている。

(5) 知来別市街の北方の海岸では，宗谷爽炭層の砂岩と，北部で模式的に発達して

ヤる鬼志別層の基底部砂岩とが，互層しながら，発達して V る。

(6) 下苗太路川から北部地域では，宗谷爽炭層をか U、て，鬼志別層の暗緑色凝灰質

***砂ノ岩が， 3m ないし 8m の厚さで，曲 1~:i 層の上に直接のワて ν る。

(7) この砂岩は，北部地域では，全域に追跡することができるのしかし南部地域で

は，宗谷爽炭層を直接おおワてし、るところは， (5) の地域のほかには，ほとんどみとめ

られな ν 。

(8) 市部地域では，鬼志別層の基属部の砂岩の中に， (6) にあげた砂岩の，岩片と

考えられる細片が多数はし、ヮて ν る c

(9) 曲淵層の上に，鬼志別層がのっている場合には， (6) にあげた砂岩と，曲淵層

との岩相変移は，一般に号、識である。また境界には，かなり不規則な面がみられる。

22) 田上政敏・前出 2)

23) 件ー々保雄:前出 20)

24) 柴同松太郎他:天北炭回知オミ別川上流に.J-eける宗谷爽炭層と鬼志別層との関係にワ

νてのー観察，新生 ft の研究 ， 19~J- ， 1954 年

ネ 詳細は別に発表する予定 c

料 このことにう νては 24) の文献に発表してある c このような事実のほかに，鬼志別

層の某民を追跡してみると， SWS---ENE 方向に，宗谷爽炭層の最上部を，わずかに

削剥して V る z このことは鬼志別層海進が，宗谷爽炭層分布地域までおよんだ際に，

同部的にけずったものと考えられるのなお ι 詳細は，別に発表する予定であるつ

料*後にのべるように，海結石砂岩とにた砂岩である c 衛藤俊治前出 5) は利矢古丹累層

の海緑石砂岩寸層としてとりあづかワて ν るご
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第 6 図版 宗谷央炭層と鬼志別層の露出(知名別川四 ωiN 口， 知市別炭坑附近)

石炭層をはさむ宗谷央炭層の泥層が， ~11副主介(七石をふくむ鬼志別層の凝灰

質砂岩と iil] 時異十日J仕積を示してむ、る"

Sc: 宗谷爽炭層， On: 鬼志別層， C: 石炭層， Md: 泥岩， Sst: 砂岩

Cg: 傑岩， (1:海陸介化石産出 /;1: ， φ: 植物化石産出 a台、



(10) しかし (6) にあげた砂岩と，その上部り細粒砂岩とは ， i斬移的関係・同時堆積

と考えられる関係，および互層関係などがみとめられる。

(11) 古生物学的には，鬼志別層と曲淵層とでは.あまり変化していない。

岩日ーおよび岩相:この地層の構成員は， l尼岩・砂岩および凝灰岩などである。

泥岩は，暗灰色ないし黒色の色調を示している。外観は，後にのぺる増幌層の泥岩と，

ょくにているが.やや板状の節理をもっており，風化すると黒色になって，角板小片に

破砕しやす ν 。

砂岩は， (1)帯青灰色を呈し，細粒ないし中粒のもの。 (2) 暗灰色で中粒のもの。 (3)

暗緑色で粗粒ないし中粒のものなどがある。

(1) は，かなり凝灰質であるの一般に，層理の発達がとばしい。風イじすると帯黄禍色に

かわり ひじように，脆弱になっているコこの砂岩には，暗緑色を示している細片を多

数ふくんでいる場合がある。これは，北部地域に発達する (3) の砂岩片が，とりこまれ

ものと，考えられるの一般に，木斤や小礁などのほか，海棲介化石を多主主ふくんでいる。

(2) は，泥岩の問に，薄層ではさまっていることが多く，ひじように脆弱である。

(3) は，前 iこのべたように，海禄石砂岩とにている。一般に，塊状の産状を呈している

ことが多 ν。顕微鏡でみると，大部分が， 0.2mm ないし O.7mm ていどの大きさの，緑

色の球状物質で構成されている。造岩鉱物や持屑は少な u、 O 緑色物質は，それ自体が，

さらにこまかい物質の，集合体からなっている c 造岩鉱物は，斜長石〉有色鉱物、石英

である~，有色鉱物は，角閃石・輝石などが多く，主れに黒雲母がみとめられるご持屑片

は，安山岩 q吾~月土積岩礁で，全体十こ凝灰質である。緑色鉱物および造持鉱物の問をうず

めて ν る物質は，結~1it，石の細粒結晶と，鉄鉱物とである。

この砂去は，分布状態和よび産状などから，かなり特殊な環境で，形成されたものと

考えられるつ

離打は， Mj 部的に基民岩相の中に，薄くはさまっている σ 黒色頁岩・帯青灰色堅硬砂

岩などの llli 円擦をふくんでいる。石炭塊守口炭片は，ほとんどみとめられなャ。

克志別府も， [lilIH~R~ と同様に，ぷ平的な育相変化が，みとめられる。その状態は， dIi IJi~

f再の岩相変化と，ほぼ一致している。

(1) 中央市地医(下町太時川川口を 17 心とした海岸よりの地域) 泥岩を主体として

いて，砂岩の薄屑を，はさんでいる。泥岩中には ， Bathysiphon の破片を多数ふくんでい

るが，二枚介や淫介は，あまり産出しない。

*前にものべたように，この砂岩は海禄石砂岩に，ょくにているのしたがって，この砂岩

の生成環境および機構も海緑石砂岩が生成される場合と，同様に考えた ν。

海禄石は，無 J主積の状態にある海院で，旧い岩相の構成分子が，種々の作用を受けて，再生

成されたものと考えられているこ再生にあずかる構成分子としては，黒雲母守口有機物質

が指摘されているが，確実ではないようである (Shapard: Submaringeology による)
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(2) 北出地 1;5<~ (東浦から峰同までの地域〉 東浦から北ノら Aにむかつて， しだいに， J住

積物の粒度が荒くなっている。すなわち，東浦附 iLlでは，基底部の砂君が ， iJi己岩と同時堆

積を示しながら，ジ己岩相 lこ漸移している。

この泥岩は，中央部地区の泥岩にくらべて，~守口凝灰質で，かなり脆弱で、ある。また

この中には，暗緑色の岩片および有孔虫の也石片を多数ふくんでいる。

東浦北 fゴの II寺前川支流流域では，やや砂賀をおびた，凝!バ 23 泥岩となっている

しかし時前川本流では，市田杭砂宕となっている。さらに l峰|尚北方の海岸では，細粒ない

し III 粒砂岩が，主体となっている。しかも，基底却の砂岩は，厚さ 8m ないし 9m にたっ

し，牒質となっている。

峰岡北方海岸の中粒砂岩中には ， t尼岩・ 1凝灰岩などをはさむことがある c また，木片

や植物葉破片，および小団球のほか，海棲介化石を多数ふくんでいる。

(3) 南部地区(宗谷断)ぽの商側で，知未J.l UJII 中流から下問太路川中流までの地域)

乙の地区では，清和は，中央部地区といちじるしくことなっている。全屑をつうじて，細

粒ないし中粒の砂岩で構成され， 下部の砂岩中には， u白紙色岩片が散在している。また，

ほかの地区で発達している 013紋色の凝!五百砂岩は，みとめられなし )0 化石は，下部から多

数産出しているゥ

上にのべたことを通覧してみると，鬼志別回は，南市から北部にむかつて， しだいに凝

灰質となっているのまた宗谷断層の両翼で，岩相がかなりことなっている。

化石:主として砂宕相に，多くふくまれている。下位の曲淵屈の化石と，ほとんど同

じもので， rli 新世中月 Iの浅海棲動物君宇を示している。 保果したうちで， i欠のものが鑑定で

きた守

Acila(T.)gottsrhei(BOHM)

Nuculanasρ.

Yoldiasp.

Pectensp.

Venericardiasp.

Cardiumsp.

Prototha( 、asp.

Jlrlacoma0戸tina Yak.

lV/acomasp

Mactrasp.

Spisulasp.
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PeriplomabesshoensisYOK.

Myacunai 々(ormis (BOHM)

Naticasp.

Neptuneasp.

Sylichn α sp.

Bathys 伊hon sp.

Plantfragments.

層 厚: 北部地区で 20m-25m ・中央部地区で 30m-40m ・南西部地区で 25m-

30m 。

](ｷ2ｷ2ｷ4 増幌層 CMpJ

模式地:知米別川本流四の沢・ k百太路川下流地域。

分 布:主要分布地域は， 下苗太路川から北部の地域。このほか， 下苗太路川支流地域

および知来別川中・|二流地域。

構造:宗谷断層の西側では，大体 NS ないし N100W ・ 15°-20
0
SW の一般走向・傾

斜を示している σ 北部地区では， N10υ-20
0

W ・ 20° 士SW の志向・傾斜で，白主系を取を

いた構造を示している。中央)叩地区では，傾斜のゆるい|司令 i構造をとっている c

関 係:下位の鬼志別層との境界 lこは，晴緑色の砂岩が発達している。この岩相と鬼志

別居との変移関係は，急激で， j妾削!面は，一般に不規則である。しかし，増幌屈の基民在日

の砂岩は，鬼志別屈の最上部 lこも， レンズ状 J鬼で，かなりふくまれている。さらに増幌屈

の泥岩の中にも，細粒や小塊となってふくまれ，上部にむかつて， しだいに量が減じてい

るとこのような事実から増幌層は，下位の鬼志別居とほとんど連続して，堆積したもの

と考えられる。

岩質および岩本日:泥岩・疎岩・砂岩などが，おもな構成員である。

泥岩は，暗灰色なし、し淡青灰色を示し，やや硬質である。凝灰岩または浮石の細片を，

ふくんでいることが多い。一般に層理が明瞭に発達している。風 fじすると，短柱状ある

ヤは介殻状の細片に破砕しやすし、 c 有孔虫叱石を多数ふくんでむ、る。

砂宮、には，基底部に発達して ν るものと，泥岩と互層しているものとがあるつ前者は，

暗緑色の粗粒ないし中粒の砂岩で，外観が，海禄石砂岩とにている。鍵層として，ほと

んど全地域に追跡される° t走者は，淡青灰白色な ν し暗禍色の，凝灰質粗粒な ν し中粒

砂岩である。一般に，厚さ 1m 以下で泥岩と互層して ν ることが多 ν。ひじように軟弱

であるが，局部的に，青灰色中粒の硬質砂岩を， レンズ状にはさむことがある c

諜岩は，半円磨された，拳大前役の大きの探で構成され，暗青灰色の粗粒なし、し中粒
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砂で，かなり密にかためられている。この岩相には，時に，中粒砂岩や泥岩などを，楕

円体状またはレンズ、状にはさんでいる。一般に，喋岩相だけが厚〈発達していることは

まれで，砂岩ゃi尼岩と互層している。

j骨 ~~lh2 は，水平均な岩本日変化はみとめられな (;)0 しかし，一般に偽層・層間摺曲あるい

は同時疎f創立などの，異常堆積が，いちじるしく発達している。全地岐をつうじて，下部

は，泥岩・砂岩および棟岩などの互層で，異常堆積が，かなりみとめられる。中・}:部で

は， iJ己岩が主体となって，牒岩や砂宕の薄)苗をはさんでいる。

イt 15: この地層からは，三枚介や巻介などは，ほとんと、岸JH しな (;)0 しかし，有孔虫

*はかなりはいっている c

回厚: 350m 以ヒ

*キ

Iｷ2ｷ2ｷ5 玄武岩 CBs]

!て l幅 l守に発達している火成岩は， 1兵鬼志別北東海との，海馬 j詰岩礁を構成している玄武

岩だけであるつ

この玄武岩は，細粒で，暗灰色をした用問活 J{~ ちt な岩行である。

回以泣下では，オブィテ、 y ク構造を示しているに斑品として，繊維状の判長石と，壮決

の揮行および ~~J~1J 己石化した釘;物がみとめられる。

斜長石は， illi 灰長石の成分を示している c 輝石は，普通輝石であるコ緑泥石化鉱物は，

緑泥石だけでなく，大きさ O.2mm な ν し O.5mm の粘土鉱物と考えられるものもみと

められるつその形から，撤捷石の残品であろうと考えられる。そのほか，長柱状または

塊状の，チタン鉱物がみとめられる。

とにのべた嗣察から，撒憤.石玄武岩と考えられる。
2-,)

この玄武岩と新市三系との関係は，観察できない。しかし宗谷間|隔の地域では，鬼志

別居中に岩!末状に近入している。さらに，増間屑をも岩脈状につらぬいていることが，知

られているつしたがってこの玄式岩も，増幌回堆桔以降のものであると考えられる。

Iｷ2ｷ3 第四系

弔問系は，洪積杭にふくめられる段丘堆積物と， "I中前統の"1*積 Jill を開積している f町長物

とからなっている。

Iｷ2ｷ3·1 洪積杭

牢 有孔虫イヒ石は，属種未決定なので，別に発表する予定である。

林 地質凶，凡例では玄武岩(一般 fW) と記載している。この地域が，撤檀石玄武岩・区に

あたワてることが知られているつしたがってこの岩石区内では，一般型という意味である。

25) 小山内照・三谷勝利:前出 7)
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洪積杭は，標I市 80m 前後および 40m 以ドの段 i主を構成する， 2 つの堆積物lこわけられ

る。ともに，低位段丘堆積物にふくめられる。

I 80m 段丘磁層 eT r1)

模式 J也河口来別から鬼志別にぬける道陥ぞいの切割，および東浦附 j£iの崖

分 布:海岸ぞいの，標高 80m から 40m までの平坦段丘面に発達している。主要な分

布は，南部地域である。 J由貿閃には，図示していないが，東浦の北方海岸の急庄の上およ

び，事 j甫と峰岡の間の国道ぞいにも，わずかに分布している。

岩質および岩相:一般に，砂・陳・粘土および、腐植主で構成されている。やや属埋を示

しているが ， i為)吾の発達していることが多い。

礎は，下位の白重系および新第三系から由来した，円形ないし亜円形の人頭大以下の

ものが主体である c 粗粒の砂または粘土でかためられているが，同結状態は不充分で、あ

第 7 図版 80m 段丘喋層の露出

(鬼志別一一知宋別間の道路ぞIt，)

粗粒の砂と拳大以下の円撲とから構成さ

れてし、る c や苧葉理がみとめられる。

例えば，知哀別の東南部地域

の台地を構成しているのは，比

較的分放された拳大前後の円礎

と，砂が主体となワているコ F苗太路川ド流地域ゃ，知特別西方地域では，ほとんど分

級されて Vない，人頭大から 50cm 大の円燥ないし亜円擦が，砂や粘土で，雑然とかた

められて ν る。東 i首北東の峠間近には，ほとんど単ーの，厚さ 5m 以上の砂層が発達し

*ている c これは，淡掲色を示し，粗粒ないし細粒のもので，中には，多数の高島Ii小僧が

はいづているつなおこの砂層の上部には，薄い砂礎層がのっているつ

砂は，一般に粗粒のものが多

し時には，アズキ大の撲をふ

くんだ傑質のものもみられる。

ひじように粗しようで，ほとん

どかたまってν ないの

勾

{;;。

この堆漬物は，地域均に一様な

岩相を示していない。下位の j·Lh r~;

の岩質のちがいによって，かなり

岩相がちがっている。

*この砂層の分布は，この附近だけにかぎられているので，ほかの段丘との関係は，あき

らかでないっ分布高度から，いちおう 80m 段丘礎層と考えている。 しかし，岩相は，

宗谷・稚内地方に発達している沼川層に，ひじようににてν る。したがって，あるし、は

沼川層に対比される地層かもしれないご
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第 8 図版 40m 段丘礁層の露出(浜鬼志別附近)

拳大以下の円喋が粗粒の破の中にまざワ

層厚:最も厚いところで 5m，平均 2m ないし 3m

140m 段丘醸層 (Tr2J

模式地:知来別市街南東の崖

分 布:海岸にそっている 40m 以下の平坦面に分布している。主要な分布地域は， ~1

幅の南部地域である。

岩質および岩相:粗粒の砂・拳大以下の円操・亜円棟および角操・粘土・腐植七など

が，主な構成員である。一般に， 80m 段丘疎)固にくらべて，分級のていどが悪く，やや雑

然と堆積している c

離は，大部分が，下位の地層から，由来したものである。一般に人頭大以下で，拳大

前後の撲が多ν 。

とのJ町立物も， 80m 段丘疎屑?と同様に，地域的lζ，かなり岩相がちがっている。

浜鬼志別附近では，指頭大以下の円離と，粗粒なν し細粒の砂で構成されてνて，砂

丘の堆積物に，にた外観を示してν る。

知来別附近では，粗粒の砂と

拳大前後の円磯・角擦が，守口守

層理を示して准積してν る。

下苗太路川口附近では，砂と

粘土および腐植土で構成され，

礁は，散点的にはいってν る。

国厚:浜鬼志J.liJ附;5.:が，もっ

とも)享く，約 5m にたっしてい

る。そのほかの込域では， :y. J句 1

m ないし1.5 m ていどである c

-C it 、る。

Iｷ2ｷ3ｷ2 II何立坑一一沖積層 (AI]

沖積統は，沖積立を開店している，砂疎粘七層・泥炭層および海岸に発達している砂層

などである c これらをまとめて，沖積回としたの

砂礁粘土屑は，おもに，河川沿岸の沖積止を構成しているョ砂・棟・粘土などで構成さ

れ， J函理を示していることが少ない。疎は，下位の地層から由来したもので，人頭大前後

の大きさのものが多いc 円磨されたものや角ばったものなどが，砂や粘土とともに，雑然

と堆積している。屑厚は，不定で， 5m 以上のと乙ろもある。

- 26-



第 2 図地質構造単位同

昌口
屡翼 c

国 D

冨

衆i商
FAE-2
V:.u;:lF

。 t 2 4κ丹、

泥民!函は，おもに上自太li'~川・知来別川本流および支流などの， 下流の低湿地借に発達

している(厚さや柱状などは，あきらかで、ない。

海岸線の堆積物は，長(~Jから北部地城では，白望系の岩層崩壊物の円棟化したものを，

主体としているのまた，下回太陥から知末別の問では，キ1t粒の砂と小豆大の円礁とからな

っている(しかし，上出太路から東浦までの地j或，および知来別以南の地域では，来fB粒な

いし粗粒の砂が主体となっていて，せまい砂浜をつくっている円

1·3 地質構造

この地域の地質構造は，裡曲構造と断層構造で決定されている。一般に摺曲構造は，断

屑構造でこわされている。

][ｷ3ｷ1 摺曲構造

白主系の構造は，分布地域によ

って， I君 2 (Xl に示したように (A)

北部地域， (B) 西部地域および

(C) 知来別川下流地域の 3 つの単 ヒ

位 lこわけられる。

(A) では，半ドーム構造の丙半

部があらわれている。しかし (B)

および (C) とともに，西側に傾斜

した，単 ~'I 構造を示している。

新;再三系の構造は，白主系の構

造と，かならずしも一致していな

い亡後にのべる宗谷断層を J克にし

て， (D) 知来別川以北の地域，

(E) 知未別川以南の地域， (F) 宗

谷断層の西側の地域の 3 つの単位

にわけられる。

(D) では， NNW~SSE .fj向の軸をもった向斜構造が，みとめられる σ 下回太路川と知

米別川の間の士山域では，断層で転移して， jblif'\ 構造の南端が， 2 回あらわれている。

この向斜構造の特徴は，次のとお'りである。

(1) 向斜軸が北にむかうてしずみ，南部で下位層を露出させて V る。
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(2) 軸部の傾斜は，北に 15° 以下である。

(3) 全般的に 2~ 。 以下の，ゆる ν傾向をもっている構造である。

(4) 軸のうき上ワてし、る南部地域では，地層は， 15° ないし 5° 前後の，ゆるャ傾

斜を示している。

(5) 西翼部は宗谷断層で切られて， うしなっている。

(E) の地域では， (D) 地域の向斜構造が，小さな摺曲構造にわかれている c この地域で

は，さらに， (1)宗谷爽炭層以下の地層の，小摺曲構造がみとめられ， しかも北方ほど上

位屑が発達している地域，および (2) 第 2 図に示したように，背向斜構造がみとめられ，

(1) と反対に南方ほど上位屈が発達している t忠誠，とにわけられる c 前者 (1) では， 2 つ

の背斜と， 2 つの向者 iがみとめられる。しかし，宗谷爽炭層をやや広く分布させている向

斜構造と，その東側で，曲淵!討を分布させている背斜構造との簡単な構造に復元すること

ができる。 (D) 地域の向斜構造の南方延長は，この復元された向斜構造まで，のびている

乙とになる。後者 (2) では，新第三系は， 10° ないし 5° の傾斜を示していて，この地域

でもっとも広く宗谷爽炭層を分布させている。

(F) の地域では，西方ほどり立!吾が露出する，単斜構造を示している。しかし，知来別

本

炭坑の，北部および東南部の，鬼志別層および宗谷爽炭層分地域では，局部的な背・向斜

構造がみとめられる。

Iｷ3ｷ2 断層構造

この地域の断層群は，大半が新第三系増幌層を切っているが， (a)NWW~SSE 方向の走

向をもっている断層群と， (b) a と斜交している断脳群との， 2 つにわけることができる。

(a) の代表的なものは，凶 l幅南端から北西端まで追跡され，さらに宗谷図幅地域にまで，

しられている断層である。この断層を，宗谷断層と呼んだ。

この断層は，次のような特徴をもワて ν る。

(1) 西側には，かならず白霊系が接している。

(2) 東側は，新第三と接している。

(3) 断層面のみられる露出で、は，断層面は東に 30" な ν し 50° 傾斜している。

(4) ほぼ地層の走向と一致した走向方向を示している。
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第 9 図版 チェナイボ南方の時前層の露出

乙の附近では断層で，かなりみだ

れ，この写真のように急傾斜を示

したり，逆転したりしてν る。

宗谷断層とにた性質を示しているものは，知来別市街の西側をとおり，知来別川支流ぞ

いに走る断層で、ある。これを知来別断層と呼んだ。この断層ふ宗谷断層と同様にラ東側

は新第三系・西側は白主系が接している。また延長方向も，宗谷断層と一致している。

また，知来別炭坑附近をとおる断層も， (a) にふくめられる。しかし，この断層は，西

側には，東側より新しい地層(増幌屑)が接している。さらに南部地域にも，宗谷断層と

ほぼ同じ万向性をもっている断層が発達している。これらは，宗谷断層とほぼ同時期にで

きた副断層構造線と考えられる。一般に落差が小さく，構造的には，あまり重要性をもっ

ていない。

(b) の断層群は， (a) にのべた断層群から分岐しているものと， (a) の断層群より先に

形成された，と考えられるものとがみとめられる。前者の代表的なものは，宗谷断層から，

NNE--SSW 方向に分岐して，下苗太路川川口附近にぬける断層である。落差はあまり

大きくないが，前にのべた (D) の向斜構造の， 南部を 2 つの小向斜構造に分間j転移させ

ているの後者の代表的なものは，知来別川本流にそっτ， NNE---SSW 方向に走ってい

る知来別川断層である。この断層は，白望系の (C) の構造単位をつくっている c また，新

第三系の (E) の構造単位を，前にのべた (1) および (2) の単位に分割している。 この

断層の南西延長は宗谷断層で切ら

れて，不明瞭になっている。した

がって (a) の断層群形成以前につ

くられたものと考えられる。

以上のほか，北部地域には， (b)

の後者に寓すると考えられる断層

群が，かなりみとめられる。いず

れも，白望系の半ドーム構造を横

断しているが，落者が小さく，構

造ーとあまり重要性はみとめられな

PO

111·4 地史

これまでのべてきたことから，乙の地域の地史の大要を，あるていど推定することがで

きる。

1·4·1 自重紀
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チエナイボ屑の堆積期は，半深海の，かなり静かな環境であった。このような環境で，

高度に分級をうけて，チェアイボ屑が生成された。この時期には，多数のアンモナイト類

が生息していた。なかでも ， Gaudηceras 属・ Eρigoniceras 属・ D仰noceras 属などが，

もっとも繁栄していた。

チエナイポ層の堆積後，この地1st\(は，かなり急激な隆起運動をうけて，基盤の不安定な

浅い海底に，堆積がおこなわれたc これが，桃JflJf'iiおよび H寺前婦のfU~積期である c この|時

期の初期には，堆積物が， 1毎i両l\1:にさらされたり，疎質のJ町長物が供給されたりしたらし

い〔しかし，その後にはリズミカノレな上手iL ・沈降が，かなり長期間にわたって， くりかえ

されていたつまたこの時期!の後半期には，偽凶を生成させたような環l完をへて， しだいに

沈降して，ややおちついた環J立となった。このようなナエナイボ層堆積朋との，海況の相

異が，生物にも反映し，この時期までのアンモナイト類動物訴にかわって，この!l:}期には

大型のイノセラムス知が繁栄した。しかし或積のアンモナイト類は，引続き生息してい

fこ ι

このような堆店環lJ~は，次の泊内MfW積削にも，ほとんど変らなかった。しかし，物日令

の供給源が変化したと同時に，いちじるしく供給が増加して，忽速に厚い砂岩相がJi自立し

7こ ζ

この時期]を Jつの頂点として，地殻の上昇は， しだいには:1存五勤に転化した。その結果

砂岩相から泌岩相へと堆積物が急変した。これがf首λ;路)p~f1ft責間]で、ある。この|時期j も，物

質の供給は，かなり急速だったらしい。 治内属堆積期!には，あまりみられなかった，イノ

セラムス類を主体とした動物群が，ふたたび、出現した。

白太E;~)ぱ堆積後，この地域は，ふたたび隆起地域に転化した。これが大l岬属fff:間期であ

るつこの同ご期には，火成活動がしだいに活議イじし，火山岩片や浮石を抽出したらしいc 大

III平屑にみられる岩相の水平志向の変化や， J肖厚の~:日異は，火成活動とともなった，局ぷ崎

な地殻変動に由来してし"るものと考えられる。

大~ilfl日f町長後，隆起直勤が進行して，尾蘭内属が堆砧した時WJには， Nt積区は，浅p大

陸の海況であったc 火成活動は，この!時期にも，なお引続いていたc 生物群は，イノセ

ラムス起のほかに，小型lの斧足類や腹足類がくわわった。

とにのべ7こ白空;系堆積後，この地域は，第三紀中新世まで，ほとんど陸地化された熊境

であったらしい。このi時期には，かなり大きな構造運動を，こうむったようである。この

ことは，新市三系と白空:系とが，構造的にややことなっていることから説明される。

Iｷ4ｷ2 新第三紀
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中新世中期になって，この地域は，ふたたび海底に没した。すなわち，白望系をおおっ

て，寒流系の海が，北方から進入してきた。その時期には，ゆるく傾斜した，浅い大陸棚

であった。乙のような環境で，静かに浅海性の曲淵層が生成された。地殻の沈降にともな

って，弱い火成活動がはじまり，曲淵層堆積中にも火山性物質を抽出したらしい。乙の時

期には，天北炭田南部地域は，まだ，かなり浅い沿岸地域で，三角川、iまたは沿岸性の堆積

物が生成されていた。

その後，しだいにこの地域は，隆起していった。乙の運動は，かなり緩慢で，不安定で

あったらしい。陸地化にともなって，海岸線が， しだいに北方に移動した。したがって，

天北炭田の南部地域から，陸成爽炭層を堆積させた環境が，北方に移動していった。曲淵

海が，やがて現在の海岸線のはるか北方に後退して，ついに，知来別図幅の中央地域から

北部地域まで，陸成相堆積環境で，おおわれた。しかし，図幅地域の北部では，まだ石炭

を形成するような環境までには，ならなかった。この時期が，知来別地域で，曲淵層と宗

谷爽炭層とが，同時異相としてみとめられるような，堆積時期である。

北方に後退した海は，あまり長い時間を，経過することなく，ふたたび鬼志、別海として，

しだいに南進してきた。この沈降運動にともなって，ややはげしい火成活動があった。こ

のような時期には，図幅地域では，まだ，宗谷爽炭層の上部層が堆積していた。一方北部

の鬼志別海でおおわれた地域では，一時的に，堆積物の供給が，ほとんどおこなわれない

ような，環境もあったらしい。その後，地殻運動は，ひじように不安定となって，小規模

な沈降と隆起がくりかえされていた。このような時期に，宗谷爽炭層と鬼志別層とが，同

時堆積の異相として，ともに生成されていた。

このような不安定な運動に引続いて，やや急激に，ほとんど天北炭田の全域におよぶよ

うな，沈降があった。これによって，砂岩を主体とした鬼志、別層が，夫北炭回全域に堆積

した。鬼志別海に，ともなわれてきた動物群は，出II間海に生息した動物群と，ほとんど変

化しなかったらしい。

鬼志別屈の堆積後，海況は，かなり荒れた大陸棚であって，厚い異常堆積相が形成され

た。これが増|院層の堆積期である。この時期には，克志別海にともなわれてきた動物群は，

ほとんどみられなくなった。そのかわりに，有孔虫を主体とした，中新世の中・ 1二部動物

群があらわれた。

J曽幌層堆積後にも，天北炭田地域では，新第三系のいくつかのよ古層が堆積したc しかし

この図幅地域も，その堆積環境でおおわれていたかどうかは，あきらかでなしh ただ，第

四系堆積以前に，玄武岩の活動と，摺曲・断層運動を主体とした，造陸軍動があったらし
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い。その後，第四紀まで，この地域は，削剥環境であったようである。

1ｷ4ｷ3 第四紀

第四紀にはいると，聞けつ的な沈降と隆起をくりかえしながら，いくつかの平坦而がつ

くられた。洪積世後半になって，隆起運動があるていど停滞し，やや平坦化されていた地

域に海域がひろがり，低位段丘堆積物が形成された。この堆積面をのこして，ふたたび隆

起がおこなわれ，現在まで，削全 IJ と平坦化作用をおよぼしながら，沖積地をつくり，現在

の地形をほとんど完成した。今もなお，河川の流域や海岸汀線には，氾濫原堆積物・泥炭

および海浜砂などが堆積している。

IV 応用地質

この地域の地下資源は，新第三系にはいっている石炭が主体である。このほか，山砂利・

害Ij砂利が採掘の対象となっている。

IV.l 石炭

石持すマ tl;

。π5 目、

第 3 図野村蹟業鬼志別炭坑見取図
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135

第 4 図 鬼志別炭坑主要炭層柱状図

悪である。一般に

5，000 カロリーて

いどといわれて l ユ

炭量も少ない。

る。したがって採

この図幅地域の宗谷爽炭層は，前にのべたように，北方にむかつて薄くなり，尖減して

いる。したがって，石炭層もあまり扶在していない。また炭質もひじように悪化して Fいる。

この地域で稼行している炭 J:/C は，数個所である。

IVｷ1ｷ1 奥村鉱業鬼志別炭坑

北見線鬼志別駅から，北西方 2km の，知オミ別川支流の上流地域に位置している。交通

はかなり便利である。

この附;11:一帯は，宗谷爽炭層および，段丘堆積物で構成されている。

採掘は，露天掘

が主体で，炭丈 5

m 内外のう)ミ炭層

本屈を稼行してい

る。採掘規模は，

かなり貧弱であ

石炭 JI'iiは，本屈

のほかに，下部に

13 尺国・ 4 尺屈と

呼ばれているもの

が，みとめられて EE 山.

いるが，現在は， じコ f，8.S t.

聞の対抗され Eヨω.

ていない。 匡ヨ m，st.

炭質は，爽関西 .c.

自体が，一度削則

され，段丘堆積物

でおおわれている

ために，かなり粗
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る。この地域の，小工場や漁場の燃料，あるいは家庭用炭として，使用されている。

百.1.2 知来別(森本)炭坑

N

第 10 図版知来別炭坑の坑口

坑口の前につんであるのは，石炭塊。

30x40x60em 大のプロザクで切り

出されている。

口回冨~~〆 6 八
増鬼層宗炭 曲 白層石頭海化地坑
幌志谷層淵霊 炭棲石
層別爽 層紀露介産口

第 5 図 知来別(森本)炭坑附近地質図

知来別市街から，知未別川本流

ぞいに，約 9km さかのぼった，

四の沢口に位置している。交通は，

営林署の運材道路が利用されてい

る。

との地域には，宗谷爽炭層およ

び鬼志別屑が発達している。爽炭

屑は，炭坑附近では，鬼古別層の

下位に，わずかに露出しているだ

けである。

採掘は， J完道掘でおこなわれて
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10

+36

第 6 図 知来別(森本)炭坑主要炭層柱状図

巨コえい t

Eヨtf，

Eヨ円 st

.c
I~ ~@c.ch,

rns…]t
!-=/s.st 中ιc

いる。 坑道は四の沢西岸

の数個 YIにあって，石炭

路頭から直接はいってい

る。しかも長さ 10m て

いどで休止している。石

炭は，最上部の厚さ 2m

前後のものを，稼行の対

象としている。

かなり粗悪炭である。

堅硬なので，大きな石炭

塊として，掘り出されて

いる。昭和 27~28 年ご

ろわずか採掘搬出された

だけで，調査当時(昭和

31 年 7 月)は休坑してい

た。

IVｷ1ｷ3 その他の炭坑

上にのべた炭坑のほ

か，知来別川本流および

支流の各地に，あちこち

坑仁Iがみられる。いずれも冬期間小規模に採掘しただけのものらしく，調査当時は，ほと

んどが休坑していた。したがって，詳細を知ることはできなかった。

Nｷ2 山砂利・割砂利

上市太路川川口附，;[£ ~こ露出している増幌層，知来別から鬼志別へぬける，道路切割りに

発達している 80m 段丘陳層などは，疎岩層または牒屈が発達している。したがって，こ

れらの地点では，山砂利として採掘され，道路の敷ノミラスに使用されている。また，知来

別下流部に発達する白豆系桃尻屑からは，砂岩が，割砂利として採掘されて，道路の敷石

として利用されている。

Nｷ3 その他の地下資源
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知来別市街の東南の崖(こは， 1111淵層が発達していて，聞に細粒均質な凝灰岩をはさんで

いる。厚さは 50cm ないし 1m ていどであるが，附近の民主では，みがき砂と称して，研

磨材に利用している。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale 1:50,000

CHU~AIBETSU

(Asahigawa-5)

By

HiroshiOsanai ,

KatsutosiMitaniandSyojiIshiyama

(GeologicalSurveyofHokkaid6)

Resume

TheChiraibetsusheetmapissituatedinthenortherncornorofthe

Tempokucoal- 白eld ， NorthHokkaido.

Topographicallyview , thisareaconsistsoflowelevatedmountain

land , whichisnotheigherthan150m.sealevel, andtheterraceplanes,

elevated40-80m.inhigh , arerunningalongthecoastalline.

Geology

Themap areaiscoveredby Cretaceous, Neogene-Tertiaryand

Quaternaryrockswhicharemostlyofthesedimentarydeposit. Their

stratigraphicalorderareshowninTable1.

1. Cretaceous

a. TheChienaiboformation

Thisformationisthelowestasmarinfaciesinthisarea. Itis

consistsofdarkgrayshaleand mudstone, inadditionwhitegrayish

thintu 百s interbededfrequentlyinthelowerportion. Thecalcareous

nodules enclosingAmmoniteareincludedinthe lowerand middle

portions. ThefossilfaunaareassumedtobeofGyliakian--Lower

Urakawanage. Thisformationattainesabout150m.inthickness.
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Age Formation Remarks

司A』E Alluvialdeposits

Upl1eaval

σとい司= 40m.Terracedeposits

80m.Terracedeposits

Upheaval

Masuporoformation Olivinｷbasaltintrusion

wと同一 25υ LnTaotveestn1TenEtrstiarycrustal

Onishibetsuformation

匝〉 Transgression
mwCむ日比ε ~

Regression
ZもJ

Magaribuchiformation

Upheaval

Orannaiformation Epi-CretaceousOrogeny?

=~Zπ
Omisakiformation

υZE己UUω
Upheaval

哲ぷ-一odEcE一h
Naefutoroformation Subsidence

Tomarinaiformation

Tokimaeformation
Upheaval

l¥lomujiriformation

じhien 日 ibo formation

Table1

b. TheMomujiriformation

The Momujiri formation is rest on the Chienaibo formation

conformably. This formation is consist of rhythmic alternation

fromdarkgrayishshaleandmediumorcoarse sandstone, inwhich

intraformationalconglomeratebedsare interbededin the basal and

middleparts. Theconglomeratebedsreachedfrom2m.to3m.in

thickness, andtheirmatrixincludedinpartlydarkgrayishmudstone

andinpartlycoarsegrainedsandstone, andconglomeratespebbleare

containingsmallangularsandstoneormudstonewhicharesimilarto

thematrixrocks.

Thisformationattainsabout100......150m.inthickness.

c. TheTokimaiformation

Thisformationcoverstheprecedingformationconformably. The

rockfaciesissimilartotheMomujiriformation , butexcepttherhythmic

alternationinvolumableshale, andso-joiningcross-bededsandstoneand
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micaceousfragmentscharacterizingshallowseadeposit The fossil

faunaischaracterizedbyinoceramusnaumanniYOKOYAMA.

Thisformationattainsabout300m.

d.TheTomarinaiformation

Thisformationwhich is covered conformably by the Tokimai

formation , consistsofgreen-brownishgrayordarkbluishgraycoloured

sandstoneascoarseormediumandhard. Theyarecharacterizedby

themassiveandnon-sortingrock facies , andcontainsfossilInocerami

fragmentsthroughthewhole. Thisformationisthefinallymarin

depositsastheregressivethatincludedinepeirogeneticmovements

beaingcontinuouslysincethedepositionatthestageoftheChienaibo

formation.

e. TheNaefutoroformation

Thisformationincludeinda:-kgraycolouredshaleassoftand

mudstonewhichintercalatethinwhitetuff, andfinegrainedsandstones

layer. Theshaleandmudstonearecharacterizedwithonionstructure,

butoccassionalymassive. Thecalcareousnodulesareinterbededinthe

lowerpartofthisformation. Wesupposedupontheobservation

inthisarea, thisfomationaredepositedamongthetransgression in

smallscaleoncourseofregressiveinlargescaleontheepeirogenetic

movements.

ThechieffossilfaunaisInoceramusj«ρonicus NAGAO& MATUMOTO

and よ nαumanni. YOKOYAMA

f. TheOmisakiformatin

TheOmisakifor-mationisconsistedoftherhythmicalternationof

bluishgrayorgreenishblueandcoarseorfinetufaceous sandstone,

andgraycolouredmudstone, intercalatingthinwhitetu 百 The lithic

natureoftheformationischaracterizedbycontainingtufaceousmate.

rial.

g. TheOrannaiformation

Thisformation , whichistheuppermostCretaceousmemberofthis

area , consists ofyellowishbrowncolouredand softtufaceous fine

sandston, ofthethickestfacies. Thesandstoneexhibittheextremely

aspectscatter-jngdarkgraymudstonepatchesandpumiceouspebbles,
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andcalled“ Dorokui sandstone"byfieldname.

ThefossilfaunaareLameribranchiataandsimplecoraltogether

withInoceramus.

2. NeogeneTertiary

a. TheMagaribuchifomation

Thisformation , occupiesthelowestoftheNeogeneTertiaryinthis

area,overliesontheCretaceousformationsimmediatelywiththinbasal

conglomerate. Itischiefmatteroftheformationthatdarkgreen

colouredcoarseormediumtufaceoussandstone, bluishgrayandfinegraｭ

ined sandstone, anddarkgraycolouredmudstoneandinterbededlentiｭ

culartu 任 However ， thosefacesvariated locally, whicharedivisible

intothreeregions;mudstoneinthenorth part, tufaceoussandstone

withthinmudstoneinthesouth-western part, andthealternationof

finesandstoneandmediumsandstonewithlenticularwhite tu 百 in the

south ‘ eastern part. Especially, thesouth-eastern part, in generally , is

symbolizedbytufaceousfacies.

In themudstone and sandstone at thenrothernpartandthe

adjoiningarea, severalmolluscanfossilswere discovered , whichare

assignedtotheMiddleMioceneage.

b.TheSoyacoal-bearingformation

Thisformationisaonlycoal-bearingfaciesintheTenpokucoalｭ

field , andconsistsof sandstone, shale conglomerate, tu百 and several

coalseamsinvariousthickness.

Thisfaciesisdevelopedonlyinthesouthernportion , thatis, thisforｭ

mationbecomethinningouttowardsthenorthern. Inthenorthern

division, therearemarinfaciesasacontinuousdepositionfromthe

Magaribuchiformation , insteadoftheSoyacoal-bearingformationin

thesoutherndivision. And , sometimes, thinterrestrialorterrigeneous

facieswhichissimilartotheSoyacoal-bearing formation , hadbeen

accumulateamongorevenabovetheMagaribuchiformation. This

terrestrialorterrigeneousfacies containsmanyplantfragmentsas

comparedwiththeprecedingsedimentt. Thecoalseamswhichare

intercalatedinthisformation , becometothin, anddecreasenumberof

it, towardsthemarginalfacies.
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Fromtheabovementionandthefactthatthisformationis!"estonthe

Magaribuchiformationconformablyinthesouthernregion, thelower

partoftheSoyacoal-bearingformationisconsideredasaterrestrial

faciesontheregressionalmovementsintheOldMagaribuchiSea, which

slowlyregressedtowardsno 了tho

Ontheotherhand, theupperpartofthisformation , waserodedout
graduallytowardsnorth-east, andcoversbytheOnishibetsuformation.

But, insomeplace, wehaveobservedthatupperpartoftheformation

interfingerdwiththelowerpartofthe Onishibetsu formation , in

theneighbouringareaofthe Morimotocoal-mineatthe tributary,

Yonnosawa, oftheChiraibetsuriver. Thatisexplainedthattheupper

partoftheSoyacoal-bearingformationwasaterrestrialdepositamong

thetransgressivemovementsontheOldOnishibetsuSea.

Namely, therelationoftheuepperpartoftheSoyacoal-bearing

formationandthebasalpartoftheOnishibetsuformationissometimes

conformable, andsometimes local-unconformable, generally speaking,

thebounderyistobeconformableifnotexclusively.

Threeworkablecoalseamsareincludedintheupperandmiddle

partsoftheformation , however, thethicknessofseamarevariableand

itis19niticcoal.

Thefossil 臼ora whichiscontainedinmudston, ischaracterizedby

theMioceneflora.(seeJapanesetext)

c. TheOnishibetsuformation

TheOnishibetsu formation , havingalreadyexpressed previously,

liedontheSoyacoal-bearingformationconformableandinpartially

becomeinteafingerforthepreceding formation , andcoversoverthe

Magaribuchiformationdirectlyinthenorthernpart.

Thisformationconsistsofdarkgreencolouredtufacousandcoarse

ormediumsandstone, bluishgraycolouredfine sandstone, darkgray

mudstoneandthin tu 百 The darkgreentufaceoussandstonewhich

resembletoglauconiticsandstone, distributesatthenorthernpartwhere

theSoyacoal-bearingformationhadnotbeenaccumulated. But, only

inthenorthernpartoftheChiraibetsutown, thisdarkgreensandstone
coversonthemarginalfaciesoftheSoyacoal-bearingformation , which
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isconsideredasauppermemberofthisformation.

ThebasalpartoftheOnishibetsuformationatthesoutherndivision,
consistsoffinegrainedmassive sandstone, sometimes, includesmall

subangularpebbleswhichderivedfromolder formation , occassionaly

lenticularcoalandfinerockfragmentsofthedarkgreentufaceous

sandstone. Atthenortherndivision , thebasalpartofthisformation

consistingofdarkgreentufaceoussandstone, coversonthepreceding

formationwithclearandirregularcontactplane.

ThefossilfaunayieldsintheOnishibetsuformationarescarcely

revolutedfromthefossilfaunaoftheMagaribuchi fo!"mation , andis

consideredtobeMiddleMiocene.

Fromtheavovemention, thewritersareconsideratedas follow ,

concerningtothesuccessionalrelationbetweentheOnishibetsuformation

andtheprecedingformation,

i). TherelationbetweenupperpartoftheSoyacoal-bearingformation

andlowerpartofthe Onishibetsuformation including dark green

tufaceoussandstone, representesthefaciesexchangingfromthemarine

tonon-ma!"i'ne.

ii). Atthenortherndivision, therelationbetweenthe Magaribuchi

formationandtheOnishibetsuformation , isnotindicatetheexistence

ofthebiologicaltime gap, whichisshownbythefossilfaunainthis

area, thoughthesharplithologicalchangeareobserved.

iii). Atthesoutherndivisionofthisarea, theOnishibetsuformation

whichoverliestheSoya coal-bearing formation , supposesadiastem

againsttheprecedingformation , thoughtherelationofthoseformation
issaidtobelocal-unconformityatthefarsouthernareabeyondthis

area.

d. TheMasuporoformation

Thisformation , coversconformablytheunderlyingformationwith

darkgreentufaceoussandstoneatthebasalpart, consistofdarkgray

coloured shale, lightbluishgraysandstoneasmediumorcoarse, and

conglomerate, andthe intraformational folding , cross-bed and local

facieschanginthelowerpartwhchindicatetheterrigeneousdeposits

canberecognized.

- 43-



Thefossilforaminiferayieldsinmudstoneoftheupper part, but

nonofthemarereportedpreviously.

3. Coastalterracedeposits

Therearetwocoastalterracesalongthecoastlineinthisarea.

Thehigheroneelevatedat80m. , andthelowerisat40m.orbelow,

aboveseelevel. Thedepositsoftheseterracesarecomposedofsand,

gravelandclay. Theyoverliedunconformablyonthefoldedandfaulted

CretaceousandTertiaryformations.

TheseterracesareincludedintheLowerTerracethatisclassified

intheSoyaandWakkanairegions.

4. Igneousrocks

TheigneousrockwhichformedtheKaiba Island, isonly Olivine
basaltdyke. Therockiscompactandblackincolour. Theintrusion

ofdykeisproablyinthelatest Tertiaryage.

Economicgeology

TheundergroundresourcesinthissheetareligniticcoalintheSoya

coal-bearingformation. Thiscoalhadbeenprospectedonthepast

days, butnowadayhavenotbeenworkedexceptafewcoalmineof

thesmallscale, beceuseofthepoorqualityandinconvenientsituation.
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Plate11.

FIg.1 Kossmaticeras(st.)sp. x %

Fig.2 Dames加s semicostatus(YABE.) ><発

a. Lateralview.

b. Ventralview.

Fig.3 Desmoceras (Pseudouhl ，智ella) japonica(YABE) X ヰ

Fig.4 ElJigonicerasglabrumn(lIMBO) x 九

Fig.5 Acanthoceras(st.)sp. x %

Fi符.6 Gaudηceras denseρlicatum (lIMBO) ><九

Fig.7 A1tagaudηceras (か'. sacya(FORBES) x %

a. Lateralview

b. Aperturalview
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